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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークへのアクセスが検出される場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する
地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセージを取得することと、
　前記第一のアクセス指示メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デ
フォルトのアクセスサーバを決定することと、
　前記デフォルトのアクセスサーバにアクセスすることと、
　を備えるサーバアクセス方法であって、
　前記第一のアクセス指示メッセージを取得することは、
　第一の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第一のバージョンを取得し
て、前記指定のソフトウェアの前記第一のバージョンを前記第一のアクセス指示メッセー
ジとして決定することを備え、
　前記第一のアクセス指示メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デ
フォルトのアクセスサーバを決定することは、
　前記指定のソフトウェアのバージョンと前記デフォルトのアクセスサーバとの間の予め
設定された対応関係、及び、前記指定のソフトウェアの前記第一のバージョンに従って前
記デフォルトのアクセスサーバに照会することを備える、サーバアクセス方法。
【請求項２】
　さらに、前記サーバにアクセスした後、前記第一の制御端末が第二の制御端末に切り替
えられる場合に、前記第二の制御端末にインストールされた前記指定のソフトウェアの第
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二のバージョンを取得して、前記第二の制御端末にインストールされた前記指定のソフト
ウェアの第二のバージョンを第二のアクセス指示メッセージとして決定することと、
　前記第二のアクセス指示メッセージに従って新しいサーバに切り替えることを決定する
ことと、
　前記新しいサーバに切り替えてアクセスすることと、
　を備える請求項１記載のサーバアクセス方法。
【請求項３】
　さらに、新しいサーバが属する地理的領域が、前記デフォルトのアクセスサーバが属す
る前記地理的領域と一致しない場合に、前記第二のアクセス指示メッセージに従って前記
新しいサーバに切り替えることを決定するステップを実行することを備える、請求項２記
載のサーバアクセス方法。
【請求項４】
　前記第一のアクセス指示メッセージを取得することは、
　現在の地理的位置を取得して、前記現在の地理的位置を前記第一のアクセス指示メッセ
ージとして決定することを備え、
　前記第一のアクセス指示メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デ
フォルトのアクセスサーバを決定することは、
　前記地理的位置に従って前記デフォルトのアクセスサーバに照会することを備える、請
求項１記載のサーバアクセス方法。
【請求項５】
　ネットワークへのアクセスが検出される場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する
地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセージを取得するように構成される第一の
指示メッセージ取得モジュールと、
　前記第一の指示メッセージ取得モジュールによって取得される前記第一のアクセス指示
メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デフォルトのアクセスサーバ
を決定するように構成される第一のサーバ決定モジュールと、
　前記第一のサーバ決定モジュールによって決定される前記デフォルトのアクセスサーバ
にアクセスするように構成されるアクセスモジュールと、
　を備えるサーバアクセス装置であって、
　前記第一の指示メッセージ取得モジュールは、
　第一の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第一のバージョンを取得し
て、前記指定のソフトウェアの前記第一のバージョンを前記第一のアクセス指示メッセー
ジとして決定するように構成される第一の取得サブモジュールを備え、
　前記第一のサーバ決定モジュールは、
　前記指定のソフトウェアのバージョンと前記デフォルトのアクセスサーバとの間の予め
設定された対応関係、及び、前記第一の取得サブモジュールによって取得された前記指定
のソフトウェアの前記第一のバージョンに従って前記デフォルトのアクセスサーバに照会
するように構成される第一の照会サブモジュールを備える、サーバアクセス装置。
【請求項６】
　さらに、前記アクセスモジュールが前記サーバにアクセスした後、前記第一の制御端末
が第二の制御端末に切り替えられる場合に、前記第二の制御端末にインストールされた前
記指定のソフトウェアの第二のバージョンを取得して、前記第二の制御端末にインストー
ルされた前記指定のソフトウェアの第二のバージョンを第二のアクセス指示メッセージと
して決定するように構成される第二の指示メッセージ取得モジュールと、
　前記第二の指示メッセージ取得モジュールによって取得される前記第二のアクセス指示
メッセージに従って新しいサーバに切り替えることを決定するように構成される第二のサ
ーバ決定モジュールと、
　前記第二のサーバ決定モジュールによって決定される前記新しいサーバに切り替えてア
クセスするように構成される切替モジュールと、
　を備える請求項５記載のサーバアクセス装置。



(3) JP 6293274 B2 2018.3.14

10

20

30

40

50

【請求項７】
　前記第二のサーバ決定モジュールは、新しいサーバが属する地理的領域が、前記デフォ
ルトのアクセスサーバが属する前記地理的領域と一致しない場合に、前記第二のアクセス
指示メッセージに従って前記新しいサーバに切り替えることを決定するステップを実行す
るように構成される、請求項６記載のサーバアクセス装置。
【請求項８】
　前記第一の指示メッセージ取得モジュールは、
　現在の地理的位置を取得して、前記現在の地理的位置を前記第一のアクセス指示メッセ
ージとして決定するように構成される第二の取得サブモジュールを備え、
　前記第一のサーバ決定モジュールは、
　前記第二の取得サブモジュールによって取得される前記地理的位置に従って前記デフォ
ルトのアクセスサーバに照会するように構成される第二の照会サブモジュールを備える、
請求項５記載のサーバアクセス装置。
【請求項９】
　コンピュータがランしている場合に、請求項１から４のいずれか記載のサーバアクセス
方法を前記コンピュータに実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　そこに記憶される請求項９に記載のコンピュータプログラムを備える、コンピュータ読
取可能な記憶媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　この出願は、２０１５年８月３１日に出願された中国特許出願第２０１５１０５４９９
０７．８に基づく優先権を主張し、その全文を参照によって、本明細書に取り込まれたも
のとする。
　本開示は、スマートホームの分野に関し、特に、サーバアクセス方法及びサーバアクセ
ス装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートホームにおける多くのインテリジェントデバイスは、サーバによって制御し、
管理することができる。これに応じて、これらのインテリジェントデバイスがネットワー
クにアクセスする場合、これらは、ネットワーク側のサーバにアクセスする必要がある。
【０００３】
　従来技術では、製造業者は、インテリジェントデバイスを組み立てる場合、インテリジ
ェントデバイスの通信モジュールのチップに、インテリジェントデバイスのデフォルトの
アクセスサーバのアドレスを書き込むことができる。インテリジェントデバイスは、設置
されたネットワークにアクセスする場合に、通信モジュールのチップに書き込まれたサー
バのアドレスに従って、サーバに直接アクセスすることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示の実施形態は、サーバアクセス方法及びサーバアクセス装置を提供する。技術的
解決策は、以下のように提供される。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の実施形態の第一の態様に従うサーバアクセス方法が提供される。前記方法は、
　ネットワークへのアクセスが検出される場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する
地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセージを取得することと、
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　前記第一のアクセス指示メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デ
フォルトのアクセスサーバを決定することと、
　前記デフォルトのアクセスサーバにアクセスすることと、
　を含む。
【０００６】
　あるいは、前記第一のアクセス指示メッセージを取得することは、
　第一の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第一のバージョンを取得し
て、前記指定のソフトウェアの前記第一のバージョンを前記第一のアクセス指示メッセー
ジとして決定することを含み、
　前記第一のアクセス指示メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デ
フォルトのアクセスサーバを決定することは、
　前記指定のソフトウェアのバージョンと前記デフォルトのアクセスサーバとの間の予め
設定された対応関係、及び、前記指定のソフトウェアの前記第一のバージョンに従って前
記デフォルトのアクセスサーバに照会することを含む。
【０００７】
　あるいは、前記方法は、さらに、
　前記サーバにアクセスした後、前記第一の制御端末が第二の制御端末に切り替えられる
場合に、前記第二の制御端末にインストールされた前記指定のソフトウェアの第二のバー
ジョンを取得して、前記第二の制御端末にインストールされた前記指定のソフトウェアの
第二のバージョンを第二のアクセス指示メッセージとして決定することと、
　前記第二のアクセス指示メッセージに従って新しいサーバに切り替えることを決定する
ことと、
　前記新しいサーバに切り替えてアクセスすることと、
　を含む。
【０００８】
　あるいは、前記方法は、さらに、
　新しいサーバが属する地理的領域が、前記デフォルトのアクセスサーバが属する前記地
理的領域と一致しない場合に、前記第二のアクセス指示メッセージに従って前記新しいサ
ーバに切り替えることを決定するステップを実行すること、を含む。
【０００９】
　あるいは、前記第一のアクセス指示メッセージを取得することは、
　現在の地理的位置を取得して、前記現在の地理的位置を前記第一のアクセス指示メッセ
ージとして決定することを含み、
　前記第一のアクセス指示メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デ
フォルトのアクセスサーバを決定することは、
　前記地理的位置に従って前記デフォルトのアクセスサーバに照会することを含む。
【００１０】
　本開示の実施形態の第二の態様に従うサーバアクセス装置が提供される。前記装置は、
　ネットワークへのアクセスが検出される場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する
地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセージを取得するように構成される第一の
指示メッセージ取得モジュールと、
　前記第一の指示メッセージ取得モジュールによって取得される前記第一のアクセス指示
メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デフォルトのアクセスサーバ
を決定するように構成される第一のサーバ決定モジュールと、
　前記デフォルトのアクセスサーバにアクセスするように構成されるアクセスモジュール
と、を含む。
【００１１】
　あるいは、前記第一の指示メッセージ取得モジュールは、
　第一の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第一のバージョンを取得し
て、前記指定のソフトウェアの前記第一のバージョンを前記第一のアクセス指示メッセー
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ジとして決定するように構成される第一の取得サブモジュールを含み、
　前記第一のサーバ決定モジュールは、
　前記指定のソフトウェアのバージョンと前記デフォルトのアクセスサーバとの間の予め
設定された対応関係、及び、前記第一の取得サブモジュールによって取得された前記指定
のソフトウェアの前記第一のバージョンに従って前記デフォルトのアクセスサーバに照会
するように構成される第一の照会サブモジュールを含む。
【００１２】
　あるいは、前記装置は、さらに、
　前記アクセスモジュールが前記サーバにアクセスした後、前記第一の制御端末が第二の
制御端末に切り替えられる場合に、前記第二の制御端末にインストールされた前記指定の
ソフトウェアの第二のバージョンを取得して、前記第二の制御端末にインストールされた
前記指定のソフトウェアの第二のバージョンを第二のアクセス指示メッセージとして決定
するように構成される第二の指示メッセージ取得モジュールと、
　前記第二の指示メッセージ取得モジュールによって取得される前記第二のアクセス指示
メッセージに従って新しいサーバに切り替えることを決定するように構成される第二のサ
ーバ決定モジュールと、
　前記第二のサーバ決定モジュールによって決定される前記新しいサーバに切り替えてア
クセスするように構成される切替モジュールと、
　を含む。
【００１３】
　あるいは、前記第二のサーバ決定モジュールは、新しいサーバが属する地理的領域が、
前記デフォルトのアクセスサーバが属する前記地理的領域と一致しない場合に、前記第二
のアクセス指示メッセージに従って前記新しいサーバに切り替えることを決定するステッ
プを実行するように構成される。
【００１４】
　あるいは、前記第一の指示メッセージ取得モジュールは、
　現在の地理的位置を取得して、前記現在の地理的位置を前記第一のアクセス指示メッセ
ージとして決定するように構成される第二の取得サブモジュールを含み、
　前記第一のサーバ決定モジュールは、
　前記第二の取得サブモジュールによって取得される前記地理的位置に従って前記デフォ
ルトのアクセスサーバに照会するように構成される第二の照会サブモジュールを含む。
【００１５】
　本開示の実施形態の第三の態様に従うサーバアクセスデバイスが提供される。前記デバ
イスは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶するように構成されるメモリと、を含み
、
　前記プロセッサは、
　ネットワークへのアクセスが検出される場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する
地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセージを取得し、
　前記第一のアクセス指示メッセージによって指示される前記地理的領域に従って前記デ
フォルトのアクセスサーバを決定し、
　前記デフォルトのアクセスサーバにアクセスするように構成される。
【００１６】
　本開示の実施形態に従う本技術的な解決策は、以下のような有利な効果を有することが
できる。
【００１７】
　デフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセ
ージを取得し、第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従ってデ
フォルトのアクセスサーバを決定し、デフォルトのアクセスサーバにアクセスすることに
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よって、対応する地理的領域内のサーバが、ネットワークにアクセスする際に、デフォル
トのアクセスサーバとして選択される。こうして、サーバとの音声通信と制御効果とが保
証されて、ユーザ体験が向上する。
【００１８】
　前述の一般的説明及び以下の詳細な説明のいずれも、例示及び解説に過ぎず、本開示を
限定するものではないことが理解されるべきである。
【００１９】
　この明細書に取り込まれ、この明細書の一部を構成する添付の図面は、本開示と一致す
る実施形態を例証し、本明細書と共に、本開示の原理の説明に供される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本開示のいくつかの例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法に関する実装環
境を例証する模式図である。
【図２】例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法を示すフローチャートである。
【図３】別の例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法を示すフローチャートである。
【図４】別の例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法を示すフローチャートである。
【図５】例示的な実施形態に従うサーバアクセス装置を示すブロック図である。
【図６】別の例示的な実施形態に従うサーバアクセス装置を示すブロック図である。
【図７】例示的な実施形態に従う装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　ここでは、添付の図面に例証されている、例示的な実施形態、実施例について詳細に言
及されるであろう。以下の説明は、特に示さない限り、異なる図面において同一の符号が
同一又は類似の要素を表している添付の図面が参照される。例示的な実施形態の以下の説
明に記載される実装は、本開示と一致するすべての実装を表すものではない。寧ろ、それ
らは、添付の特許請求の範囲に列挙される開示に関連する態様と一致する装置及び方法の
単なる例示である。
【００２２】
　図１は、本開示のいくつかの例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法に関する実装
環境を例証する模式図である。この実装環境は、インテリジェントデバイス１１０と、少
なくとも一つのサーバ１２０とを含む。
【００２３】
　インテリジェントデバイス１１０は、スマートテレビ、インテリジェントエアコンディ
ショナー、インテリジェントルータ、スマートカメラ及びインテリジェント炊飯器のよう
なスマートホームデバイスとすることができる。
【００２４】
　サーバ１２０は、サーバ、いくつかのサーバで構成されるサービスクラスタ又はクラウ
ドコンピューティングサービスセンターとすることができる。
【００２５】
　インテリジェントデバイス１１０とサーバ１２０とは、有線ネットワーク又は無線ネッ
トワークを介して接続される。
【００２６】
　実装環境は、さらに、少なくとも一つの制御端末１３０を含む。制御端末１３０は、ス
マートフォン、タブレットコンピュータ及び電子書籍リーダーのようなインテリジェント
携帯端末とすることができ、又は、スマートウォッチ或いはスマートグラスのようなイン
テリジェントウェアラブルデバイスとすることができ、又は、パーソナルコンピュータ或
いはインテリジェントデバイス１１０のリモートコントローラとすることができる。
【００２７】
　制御端末１３０とサーバ１２０とは、有線ネットワーク又は無線ネットワークを介して
接続されている。制御端末１３０は、サーバ１２０を介してインテリジェントデバイス１
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１０の動作状態を取得することができるし、サーバ１２０を介してインテリジェントデバ
イス１１０に制御命令を送信することもできる。
【００２８】
　図２は、例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法を示すフローチャートである。サ
ーバアクセス方法は、図１に示すような実装環境におけるインテリジェントデバイス１１
０又は制御端末１３０に適用される。図２に示すように、サーバアクセス方法は、以下の
ステップを含むことができる。
【００２９】
　ステップ２０１では、ネットワークへのアクセスが検出される場合に、第一のアクセス
指示メッセージが取得される。
【００３０】
　第一のアクセス指示メッセージは、インテリジェントデバイスによってアクセスされる
デフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指示するために用いられる。
【００３１】
　ステップ２０２では、デフォルトのアクセスサーバが、第一のアクセス指示メッセージ
によって指示される地理的領域に従って決定される。
【００３２】
　ステップ２０３では、デフォルトのアクセスサーバが、アクセスされる。
【００３３】
　結論としては、本開示の実施形態に従うサーバアクセス方法を用いて、インテリジェン
トデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指
示する第一のアクセス指示メッセージが取得され、第一のアクセス指示メッセージに従っ
てインテリジェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが決定
され、インテリジェントデバイスがデフォルトのアクセスサーバにアクセスするように制
御される。これにより、インテリジェントデバイスが属する地理的領域内のサーバが、イ
ンテリジェントデバイスがネットワークにアクセスする場合、インテリジェントデバイス
のデフォルトのアクセスサーバとして選択される。こうして、インテリジェントデバイス
とサーバとの間の音声通信と制御効果とが保証されて、ユーザ体験が向上する。
【００３４】
　本開示の技術的な解決策では、図１に示す方法の第一のアクセス指示メッセージは、イ
ンテリジェントデバイスの制御端末の対応する地理的領域を指示するため、又は、インテ
リジェントデバイスの地理的領域を直接指示するために用いることができる。本開示の以
下の実施形態では、二つの状況を例示するであろう。
【００３５】
　図３は、別の例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法を示すフローチャートである
。サーバアクセス方法は、図１に示すような実装環境におけるインテリジェントデバイス
１１０又は制御端末１３０に適用される。図３に示すように、サーバアクセス方法は、以
下のステップを含むことができる。
【００３６】
　ステップ３０１では、インテリジェントデバイスがネットワークにアクセスすることが
検出される場合、指定のソフトウェアの第一のバージョンが取得され、指定のソフトウェ
アの第一のバージョンが第一のアクセス指示メッセージとして決定される。
【００３７】
　指定のソフトウェアは、インテリジェントデバイスの第一の制御端末にインストールさ
れている。
【００３８】
　インテリジェントデバイスを管理する管理ソフトウェアは、インテリジェントデバイス
の制御端末にインストールすることができ、そして、この管理ソフトウェアは、上記の指
定のソフトウェアとなる。インテリジェントデバイスの販売国又は領域の増加に伴い、製
造業者は、異なる国又は領域のための管理ソフトウェアの対応バージョンを開発すること
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ができる。これにより、各々の国又は領域のユーザは、管理ソフトウェアの対応するバー
ジョンをダウンロードすることができる。管理ソフトウェアがインストールされた制御端
末がサーバに接続されている場合、その制御端末は、その中にインストールされた管理ソ
フトウェアのバージョンと一致している国又は領域に対応するサーバにアクセスできる。
例えば、中国のユーザは、制御端末を介して中国バージョンの管理ソフトウェアをダウン
ロード及びインストールでき、かつ、制御端末が中国のサーバに接続されている場合、そ
のサーバにアクセスできる。米国のユーザは、制御端末を介して米国バージョンの管理ソ
フトウェアをダウンロードでき、かつ、制御端末が米国のサーバに接続されている場合、
そのサーバにアクセスできる。
【００３９】
　本開示の実施形態に示される技術的な解決策を用いて、インテリジェントデバイスの制
御端末にインストールされた管理ソフトウェアのソフトウェアバージョンは、インテリジ
ェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域
を指示するために用いられる。例えば、管理ソフトウェアが中国バージョンである場合、
インテリジェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが属する
地理的領域は中国の領域であり、管理ソフトウェアが米国バージョンである場合、インテ
リジェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが属する地理的
領域は米国の領域である。
【００４０】
　ステップ３０２では、デフォルトのアクセスサーバが、指定のソフトウェアのバージョ
ンとデフォルトのアクセスサーバとの間の予め設定された対応関係、及び、指定のソフト
ウェアの第一のバージョンに従って照会される。
【００４１】
　デフォルトのアクセスサーバが第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理
的領域に従って決定される場合、指定のソフトウェアの第一のバージョンに従ってデフォ
ルトのアクセスサーバに照会することが可能となる。
【００４２】
　インテリジェントデバイスは、ネットワークにアクセスして、内蔵する通信モジュール
によってサーバとの接続を確立する。製造業者は、本開示の実施形態に示される技術的な
解決策を用いて、すべての国又は領域において販売されるインテリジェントデバイスの通
信モジュール用の統一されたファームウェアを開発でき、そして、このファームウェアに
、各々のソフトウェアバージョンと各々のサーバとの間の対応関係を記憶する。インテリ
ジェントデバイスがネットワークにアクセスする場合、制御端末にインストールされた制
御ソフトウェアのバージョンを取得し、ファームウェアに記憶されている対応関係に従っ
て制御端末にインストールされた制御ソフトウェアのバージョンに対応するサーバに照会
し、そのサーバをデフォルトのアクセスサーバとして決定することが可能となる。
【００４３】
　又は、各々のソフトウェアバージョンと各々のサーバとの間の対応関係を、制御端末に
記憶してもよい。インテリジェントデバイスが制御端末によってネットワークにアクセス
するように制御される場合、制御端末にインストールされた管理ソフトウェアは、それ自
身のソフトウェアバージョンに従って対応するサーバに照会し、照会サーバをインテリジ
ェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバとして設定する。
【００４４】
　ステップ３０３では、インテリジェントデバイスは、デフォルトのアクセスサーバにア
クセスするように制御される。
【００４５】
　デフォルトのアクセスサーバが決定された後、インテリジェントデバイスは、それ自体
で、又は、制御端末の制御下で、決定されたサーバにアクセスできる。
【００４６】
　ステップ３０４では、インテリジェントデバイスの第一の制御端末が第二の制御端末に
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切り替えられる場合、第二の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第二の
バージョンが取得され、第二の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第二
のバージョンが第二のアクセス指示メッセージとして決定される。
【００４７】
　ステップ３０５では、新しいサーバが属していて、かつ、第二のアクセス指示メッセー
ジによって指定される地理的領域が、インテリジェントデバイスによってアクセスされる
デフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域と一致しているかどうかが検出される。
【００４８】
　ステップ３０６では、新しいサーバが属する地理的領域が、デフォルトのアクセスサー
バが属する地理的領域と一致しない場合に、第二のアクセス指示メッセージに従ってイン
テリジェントデバイス用に切り替えられる新しいサーバが決定される。
【００４９】
　ステップ３０７では、インテリジェントデバイスが、新しいサーバにアクセスするよう
に制御される。
【００５０】
　実際の適用では、インテリジェントデバイス用に複数の制御端末があってもよい。たと
えば、インテリジェントデバイスの所有者は、インテリジェントデバイスの制御を実現す
ることができる他のユーザと、それぞれの制御端末を用いて、その制御権限を共有するこ
とができる。デバイス共有ユーザが、インテリジェントデバイスによってアクセスされる
アクセスサーバが属する地理的領域と異なる領域に位置する場合、デバイス共有ユーザの
制御端末によってアクセスされるアクセスサーバは、インテリジェントデバイスによって
アクセスされるアクセスサーバと同じでなくてもよい。このような場合には、制御端末と
インテリジェントデバイスとの間の通信データは、デバイス共有ユーザの制御端末による
インテリジェントデバイスの制御中に、複数のサーバ間で転送されることが必要である。
これにより、制御効果とユーザ体験とに影響がある。
【００５１】
　その結果、本開示の実施形態に示す技術的な解決策では、インテリジェントデバイスの
第一の制御端末が第二の制御端末に切り替えられることを検出する場合、第二の制御端末
にインストールされた管理ソフトウェアのバージョンが最初に取得され、第二の制御端末
にインストールされた管理ソフトウェアのバージョンによって指示される地理的領域が、
インテリジェントデバイスによってアクセスされる現在のアクセスサーバが属する地理的
領域と一致するかどうかが検出される。一致する場合は、更なる処理は行われず、一致し
ない場合は、第二の制御端末にインストールされた管理ソフトウェアの第二のバージョン
によって指示される地理的領域に従って新しいサーバに照会し、新しいサーバに切り替え
るためインテリジェントデバイスを制御することが必要である。
【００５２】
　例えば、特定のスマートカメラは、中国及び米国を含むいくつかの国又は領域で販売さ
れている。そして、製造業者は、各々の販売国又は販売領域用に、それぞれ少なくとも一
つのサーバを設定する。例えば、中国では、王氏が、スマートカメラをマウントし、スマ
ートフォンＡに中国バージョンの制御ソフトウェアをダウンロード及びインストールする
。スマートフォンＡがネットワークにアクセスするスマートカメラを制御するために用い
られる場合、スマートカメラは、スマートフォンＡにインストールされた制御ソフトウェ
アのバージョンを取得して、デフォルトのアクセスサーバがスマートフォンＡのソフトウ
ェアバージョンに従って中国の領域のサーバａであることを見つける。こうして、スマー
トカメラは、照会サーバａにアクセスする。王氏が、中国で製造及び販売されたスマート
カメラを購入して米国在住の彼の友人マイクに贈る場合、マイクは、米国でそのスマート
カメラをマウントした後、スマートフォンＢに米国バージョンの制御ソフトウェアをダウ
ンロード及びインストールする。マイクが、ネットワークにアクセスするスマートカメラ
を制御するためにスマートフォンＢを用いる場合、スマートカメラは、スマートフォンＢ
にインストールされた制御ソフトウェアのバージョンを取得して、デフォルトのアクセス
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サーバがスマートフォンＢのソフトウェアバージョンに従って米国の領域内のサーバｂで
あることを見つける。したがって、スマートカメラは、照会サーバｂにアクセスする。
【００５３】
　その後、王氏は、中国にマウントされたスマートカメラを、マイクと共有することを希
望することから、共有端末としてスマートフォンＢを設定する。マイクが王氏によってマ
ウントされたスマートカメラを制御するためにスマートフォンＢを用いる場合、スマート
フォンＢが、王氏によってマウントされたスマートカメラの制御端末となる。現時点では
、王氏によってマウントされたスマートカメラは、まず、スマートフォンＢにインストー
ルされた制御ソフトウェアのバージョンを取得して、そのバージョンは中国バージョンで
はなく、米国バージョンであることを検出する。そして、王氏によってマウントされたス
マートカメラは、スマートフォンＢにインストールされた制御ソフトウェアのバージョン
に従って切り替えられるサーバとして米国の領域内のサーバＢに照会及び決定し、サーバ
Ｂに接続を切り替える。
【００５４】
　本開示の実施形態に示す技術的な解決策では、インテリジェントデバイスは、第一のア
クセス指示メッセージを取得し、第一のアクセス指示メッセージに従ってデフォルトのア
クセスサーバに照会し、デフォルトのアクセスサーバにアクセスするためにインテリジェ
ントデバイスを制御する、というステップを完了する。実際の適用では、上記ステップの
すべて又は一部をインテリジェントデバイスの制御端末によって完了させることができ、
実現プロセスは、本開示の上記実施形態に示すものと同様であり、さらに詳述されないで
あろう。
【００５５】
　結論としては、本開示の実施形態に従うサーバアクセス方法を用いて、インテリジェン
トデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指
示する第一のアクセス指示メッセージが取得され、第一のアクセス指示メッセージに従っ
てインテリジェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが決定
され、インテリジェントデバイスがデフォルトのアクセスサーバにアクセスするように制
御される。これにより、インテリジェントデバイスが属する地理的領域内のサーバが、イ
ンテリジェントデバイスがネットワークにアクセスする場合、インテリジェントデバイス
のデフォルトのアクセスサーバとして選択される。こうして、インテリジェントデバイス
とサーバとの間の音声通信と制御効果とが保証されて、ユーザ体験が向上する。
【００５６】
　図４は、別の例示的な実施形態に従うサーバアクセス方法を示すフローチャートである
。サーバアクセス方法は、図１に示すような実装環境におけるインテリジェントデバイス
１１０又は制御端末１３０に適用される。図４に示すように、サーバアクセス方法は、以
下のステップを含むことができる。
【００５７】
　ステップ４０１では、インテリジェントデバイスの現在の地理的位置が取得され、現在
の地理的位置は、第一のアクセス指示メッセージとして決定される。
【００５８】
　この本開示の実施形態では、インテリジェントデバイス又はインテリジェントデバイス
の制御端末は、インテリジェントデバイスの地理的位置を直接取得して、デフォルトのア
クセスサーバを選択するための第一のアクセス指示メッセージとして、その地理的位置を
受け入れることができる。ここで、その地理的位置は、インテリジェントデバイス自体、
又は、インテリジェントデバイスの制御端末を表すことができる。地理的位置は、以下の
手法によって取得できる。
【００５９】
　１）衛星測位
【００６０】
　インテリジェントデバイス又はその制御端末は、衛星測位機能を予め設定できる。これ
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により、衛星測位（例えば、ＧＰＳ又は北斗衛星導航系統（BeiDou Navigation Satellit
e System））によるインテリジェントデバイスの地理的座標、又は、インテリジェントデ
バイスの制御端末の地理的座標を決定することが可能となる。
【００６１】
　２）ユーザの携帯電話番号又は固定電話番号の市外局番の地理的属性
【００６２】
　インテリジェントデバイス又はその制御端末は、ユーザの携帯電話又は固定電話に接続
して、携帯電話番号の地理的属性又は固定電話番号の市外局番の地理的属性を取得できる
。これにより、地理的位置が、携帯電話番号の地理的属性又は固定電話番号の市外局番の
地理的属性に従って決定される。ここで、制御端末がスマートフォンである場合、携帯電
話番号の地理的属性を直接取得することが可能である。
【００６３】
　３）Ｗｉ－Ｆｉ（wireless fidelity）ホットスポット測位
【００６４】
　Ｗｉ－Ｆｉホットスポット（無線ルーターなど）は、相対的に狭い領域をカバーしてお
り、相対的に固定的な位置を有しているので、ほとんどのＷｉ－Ｆｉホットスポットの地
理的位置は、オペレータによって記録されている。Ｗｉ－Ｆｉホットスポットは、通電に
より無線信号を周囲に発信することができ、その無線信号はＷｉ－Ｆｉホットスポットの
固有ＩＤを含む。インテリジェントデバイス又はその制御端末が内蔵するＷｉ－Ｆｉ機能
を有している場合、Ｗｉ－Ｆｉホットスポットによって発信された無線信号を受信する限
り固有ＩＤを取得できる。インテリジェントデバイス又はその制御端末は、近くのどのよ
うなＷｉ－Ｆｉホットスポットも傍受し、各々のＷｉ－Ｆｉホットスポットの信号強度を
チェックし、指定されるサーバ（スカイフックサーバなど）にそれらのＷｉ－Ｆｉホット
スポットのそれぞれのＩＤ及び信号強度を送信する。スカイフックサーバは、そのＩＤ及
び信号強度に従って、データベースに記録される各々のホットスポットの座標を照会し、
インテリジェントデバイス又はインテリジェントデバイスの制御端末の座標を計算によっ
て決定して、計算によって決定された座標をインテリジェントデバイス又はインテリジェ
ントデバイスの制御端末に送信することができる。
【００６５】
　４）基地局測位
【００６６】
　Ｗｉ－Ｆｉホットスポット測位と同様に、インテリジェントデバイス又はその制御端末
が２Ｇ機能、３Ｇ機能又は４Ｇ機能を有している場合、インテリジェントデバイス又はそ
の制御端末は、周囲の無線基地局のＩＤ及び信号強度をスキャンし、周囲の無線基地局の
それぞれのＩＤ及び信号強度をオペレータのサーバに送信できる。オペレータのサーバは
、無線基地局のＩＤ及び信号強度に従って、インテリジェントデバイス又はインテリジェ
ントデバイスの制御端末の座標を計算し、決定した座標をインテリジェントデバイス又は
その制御端末に送信する。
【００６７】
　５）共通のオンライン配信アドレス又は最終の配信アドレス
【００６８】
　通常、配信アドレスを、オンラインショッピング用に設定する必要がある。インテリジ
ェントデバイス又はその制御端末は、ホームネットワークに接続することができ、オンラ
インショッピング用の電子デバイス（スマートフォン、タブレットコンピュータ又はパー
ソナルコンピュータなど）から、ユーザ又は最終の配信アドレスによって設定された共通
の配信アドレスを取得し、配信アドレスに従って地理的位置を決定することができる。制
御端末がオンラインショッピング用のスマートフォンである場合、そのスマートフォンは
、ユーザによって設定された配信アドレスを直接取得できる。
【００６９】
　６）ＩＰ測位
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【００７０】
　ネットワークにアクセスする場合、インテリジェントデバイス又はその制御端末は、通
常、異なる領域に従って割り当てられるＩＰアドレスを取得し、その後、アクセスネット
ワークのＩＰアドレスに従って地理的位置を決定できる。
【００７１】
　７）登録に際してユーザによって入力される地理的位置及び郵便番号
【００７２】
　例えば、インテリジェントデバイスがサーバにマウントされ、登録される場合、ユーザ
に地理的位置又は郵便番号の入力を促すことが可能である。これにより、インテリジェン
トデバイス又はその制御端末は、ユーザによって入力される地理的位置又は郵便番号に従
って、対応する地理的位置を照会できる。
【００７３】
　さらに、他のデバイス又はアカウント（Ｍｉアカウントなど）の登録に際し、ユーザは
、地理的位置及び地理的位置を取得するために用いられる郵便番号を入力することができ
る。
【００７４】
　８）最近の携帯写真に表示される風景、建物又はランドマーク
【００７５】
　インテリジェントデバイス又はその制御端末は、ホームネットワークを介して、スマー
トフォンに接続することができ、スマートフォンによって撮影された最近の写真を取得し
て、写真の風景、建物又はランドマークに基づいて写真の地理的位置を分析することがで
きる。制御端末がスマートフォンである場合、スマートフォンの写真を直接取得して、地
理的位置を分析することが可能である。
【００７６】
　ステップ４０２では、デフォルトのアクセスサーバは、地理的位置に従って照会される
。
【００７７】
　第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従って、デフォルトの
アクセスサーバを決定するに際し、地理的位置に従ってデフォルトのアクセスサーバに照
会することが可能である。
【００７８】
　本開示の実施形態に示される技術的な解決策を用いて、製造業者は、すべての国又は領
域において販売するインテリジェントデバイスの通信モジュール用の統一されたファーム
ウェアを開発することができ、このファームウェアに、各々の国又は領域と各々のサーバ
との間の対応関係を記憶する。インテリジェントデバイスがネットワークにアクセスする
場合、インテリジェントデバイスの地理的位置を取得し、その地理的位置に従って国又は
領域を照会し、ファームウェアに記憶されている対応関係に従って国又は領域の対応する
サーバに照会し、そのサーバをデフォルトのアクセスサーバとして決定することが可能で
ある。
【００７９】
　又は、各々の国又は領域と各々のサーバとの間の対応関係を、制御端末に記憶すること
ができる。インテリジェントデバイスが制御端末によってネットワークにアクセスするよ
うに制御される場合、制御端末にインストールされた管理ソフトウェアは、インテリジェ
ントデバイスの地理的位置に従って対応する国又は領域を照会し、ファームウェアに記憶
されている対応関係に従って国又は領域に対応するサーバに照会し、照会サーバをインテ
リジェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバとして設定する
。
【００８０】
　ステップ４０３では、インテリジェントデバイスは、デフォルトのアクセスサーバにア
クセスするように制御される。
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【００８１】
　結論としては、本開示の実施形態に従うサーバアクセス方法を用いて、インテリジェン
トデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指
示する第一のアクセス指示メッセージが取得され、第一のアクセス指示メッセージに従っ
てインテリジェントデバイスのデフォルトのアクセスサーバが決定され、インテリジェン
トデバイスがデフォルトのアクセスサーバにアクセスするように制御される。その後、イ
ンテリジェントデバイスが属する地理的領域内のサーバが、インテリジェントデバイスが
ネットワークにアクセスする場合、インテリジェントデバイスによってアクセスされるデ
フォルトのアクセスサーバとして選択される。こうして、インテリジェントデバイスとサ
ーバとの間の音声通信と制御効果とが保証されて、ユーザ体験が向上する。
【００８２】
　以下の本開示の装置の実施形態は、本開示の方法の実施形態を実行するために用いるこ
とができる。本開示の装置の実施形態の公開されていない詳細については、本開示の方法
の実施形態を参照することができる。
【００８３】
　図５は、例示的な実施形態に従うサーバアクセス装置を示すブロック図である。図２か
ら図４のいずれかに示される方法のステップのすべて又は一部を実行するために、サーバ
アクセス装置は、図１に示すような実装環境におけるインテリジェントデバイス１１０又
は制御端末１３０で用いることができる。図５に示すように、サーバアクセス装置は、限
定されるものではないが、第一の指示メッセージ取得モジュール５０１と、第一のサーバ
決定モジュール５０２と、アクセスモジュール５０３とを含むことができる。
【００８４】
　第一の指示メッセージ取得モジュール５０１は、ネットワークへのアクセスが検出され
る場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指示する第一のアクセス指
示メッセージを取得するように構成される。
【００８５】
　第一のサーバ決定モジュール５０２は、第一の指示メッセージ取得モジュール５０１に
よって取得される第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従って
、デフォルトのアクセスサーバを決定するように構成される。
【００８６】
　アクセスモジュール５０３は、第一のサーバ決定モジュール５０２によって決定される
デフォルトのアクセスサーバにアクセスするように構成される。
【００８７】
　結論としては、本開示の実施形態に従うサーバアクセス装置を用いて、デフォルトのア
クセスサーバが属する地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセージを取得し、第
一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従ってデフォルトのアクセ
スサーバを決定し、デフォルトのアクセスサーバにアクセスすることによって、対応する
地理的領域内のサーバが、インテリジェントデバイスがネットワークにアクセスする際に
、インテリジェントデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバとして
選択される。こうして、インテリジェントデバイスとサーバとの間の音声通信と制御効果
とが保証されて、ユーザ体験が向上する。
【００８８】
　図６は、別の例示的な実施形態に従うサーバアクセス装置のブロック図である。図２か
ら図４のいずれかに示される方法のステップのすべて又は一部を実行するため、サーバア
クセス装置は、図１に示すような実装環境におけるインテリジェントデバイス１１０又は
制御端末１３０で用いることができる。図６に示すように、本装置は、限定されるもので
はないが、第一の指示メッセージ取得モジュール５０１と、第一のサーバ決定モジュール
５０２と、アクセスモジュール５０３とを含むことができる。
【００８９】
　第一の指示メッセージ取得モジュール５０１は、ネットワークへのアクセスが検出され
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る場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指示する第一のアクセス指
示メッセージを取得するように構成される。
【００９０】
　第一のサーバ決定モジュール５０２は、第一の指示メッセージ取得モジュール５０１に
よって取得される第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従って
、デフォルトのアクセスサーバを決定するように構成される。
【００９１】
　アクセスモジュール５０３は、第一のサーバ決定モジュール５０２によって決定される
デフォルトのアクセスサーバにアクセスするように構成される。
【００９２】
　あるいは、第一の指示メッセージ取得モジュール５０１は、第一の制御端末にインスト
ールされた指定のソフトウェアの第一のバージョンを取得して、指定のソフトウェアの第
一のバージョンを第一のアクセス指示メッセージとして決定するように構成される第一の
取得サブモジュール５０１ａを含む。
【００９３】
　第一のサーバ決定モジュール５０２は、指定のソフトウェアのバージョンとデフォルト
のアクセスサーバとの間の予め設定された対応関係、及び、第一の取得サブモジュール５
０１ａによって取得された指定のソフトウェアの第一のバージョンに従って、デフォルト
のアクセスサーバに照会するように構成される第一の照会サブモジュール５０２ａを含む
。
【００９４】
　あるいは、本装置は、さらに、第二の指示メッセージ取得モジュール５０４、第二のサ
ーバ決定モジュール５０５、及び、切替モジュール５０６を含む。
【００９５】
　第二の指示メッセージ取得モジュール５０４は、アクセスモジュール５０３がサーバに
アクセスした後、第一の制御端末が第二の制御端末に切り替えられる場合に、第二の制御
端末にインストールされた指定のソフトウェアの第二のバージョンを取得して、第二の制
御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第二のバージョンをインテリジェント
デバイスの第二のアクセス指示メッセージとして決定するように構成される。
【００９６】
　第二のサーバ決定モジュール５０５は、第二の指示メッセージ取得モジュール５０４に
よって取得される第二のアクセス指示メッセージに従って、新しいサーバに切り替えるこ
とを決定するように構成される。
【００９７】
　切替モジュール５０６は、第二のサーバ決定モジュール５０５によって決定される新し
いサーバに切り替えて、アクセスするように構成される。
【００９８】
　あるいは、第二のサーバ決定モジュール５０５は、新しいサーバが属する地理的領域が
、デフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域と一致しない場合に、第二のアクセス
指示メッセージに従って、新しいサーバに切り替えることを決定するステップを実行する
ように構成される。
【００９９】
　あるいは、第一の指示メッセージ取得モジュール５０１は、現在の地理的位置を取得し
て、現在の地理的位置を第一のアクセス指示メッセージとして決定するように構成される
第二の取得サブモジュール５０１ｂを含む。
【０１００】
　第一のサーバ決定モジュール５０２は、第二の取得サブモジュール５０１ｂによって取
得される地理的位置に従って、デフォルトのアクセスサーバに照会するように構成される
第二の照会サブモジュール５０２ｂを含む。
【０１０１】
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　結論としては、本開示の実施形態に従うサーバアクセス装置を用いて、インテリジェン
トデバイスによってアクセスされるデフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域を指
示する第一のアクセス指示メッセージが取得され、第一のアクセス指示メッセージに従っ
てインテリジェントデバイスのデフォルトのアクセスサーバが決定され、インテリジェン
トデバイスがデフォルトのアクセスサーバにアクセスするように制御される。これにより
、インテリジェントデバイスが属する地理的領域内のサーバが、インテリジェントデバイ
スがネットワークにアクセスする場合、インテリジェントデバイスのデフォルトのアクセ
スサーバとして選択される。こうして、インテリジェントデバイスとサーバとの間の音声
通信と制御効果とが保証されて、ユーザ体験が向上する。
【０１０２】
　サーバにアクセスするためのデバイスは、本開示の実施形態によって提供される。本装
置は、
　プロセッサと、
　プロセッサによって実行可能な命令を記憶するように構成されるメモリと、を含み、
　プロセッサは、
　ネットワークへのアクセスが検出される場合に、デフォルトのアクセスサーバが属する
地理的領域を指示する第一のアクセス指示メッセージを取得し、
　第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従ってデフォルトのア
クセスサーバを決定し、
　デフォルトのアクセスサーバにアクセスする。
【０１０３】
　あるいは、インテリジェントデバイスのアクセス指示メッセージを取得することは、
　第一の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第一のバージョンを取得し
て、指定のソフトウェアの第一のバージョンを第一のアクセス指示メッセージとして決定
することを含み、
　第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従ってデフォルトのア
クセスサーバを決定することは、
　指定のソフトウェアのバージョンとデフォルトのアクセスサーバとの間の予め設定され
る対応関係、及び、指定のソフトウェアの第一のバージョンに従ってデフォルトのアクセ
スサーバに照会することを含む。
【０１０４】
　あるいは、本方法は、さらに、
　サーバにアクセスした後、第一の制御端末が第二の制御端末に切り替えられる場合に、
第二の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第二のバージョンを取得して
、第二の制御端末にインストールされた指定のソフトウェアの第二のバージョンを第二の
アクセス指示メッセージとして決定することと、
　第二のアクセス指示メッセージに従って新しいサーバに切り替えることを決定すること
と、
　新しいサーバに切り替えてアクセスすることと、
　を含む。
【０１０５】
　あるいは、本方法は、さらに、
　新しいサーバが属する地理的領域が、デフォルトのアクセスサーバが属する地理的領域
と一致しない場合に、第二のアクセス指示メッセージに従って新しいサーバに切り替える
ことを決定するステップを実行することを含む。
【０１０６】
　あるいは、第一のアクセス指示メッセージを取得することは、
　現在の地理的位置を取得して、現在の地理的位置を第一のアクセス指示メッセージとし
て決定することを含み、
　第一のアクセス指示メッセージによって指示される地理的領域に従って、デフォルトの
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アクセスサーバを決定することは、
　地理的位置に従って、デフォルトのアクセスサーバに照会することを含む。
【０１０７】
　図７は、例示的な実施形態に従う装置７００を示すブロック図である。例えば、装置７
００は、スマートテレビ、インテリジェントエアコンディショナー、インテリジェントル
ータ、スマートカメラ及びインテリジェント炊飯器のようなインテリジェントデバイスと
することができ、又は、スマートフォン、タブレットコンピュータ、電子書籍リーダー、
スマートウォッチ、スマートグラス、パーソナルコンピュータ或いはリモートコントロー
ラのようなインテリジェントデバイスの制御端末とすることもできる。
【０１０８】
　図７を参照すると、装置７００は、プロセッシングコンポーネント７０２、メモリ７０
４、電力コンポーネント７０６、マルチメディアコンポーネント７０８、オーディオコン
ポーネント７１０、センサコンポーネント７１４、及び、通信コンポーネント７１６のう
ち、一以上のコンポーネントを含むことができる。
【０１０９】
　プロセッシングコンポーネント７０２は、一般に、表示、電話の呼び出し、データ通信
、カメラ操作、及び、記録操作等に関連する、デバイス７００の全操作を制御する。プロ
セッシングコンポーネント７０２は、上述の方法における全て又は一部のステップを行う
ための命令を実行する一以上のプロセッサ７１８を含むことができる。さらに、プロセッ
シングコンポーネント７０２は、プロセッシングコンポーネント７０２と他のコンポーネ
ントとの間の相互作用を容易にする１以上のモジュールを含むことができる。例えば、プ
ロセッシングコンポーネント７０２は、マルチメディアコンポーネント７０８とプロセッ
シングコンポーネント７０２との間の相互作用を容易にするため、マルチメディアモジュ
ールを含むことができる。
【０１１０】
　メモリ７０４は、デバイス７００の操作をサポートするため、様々なタイプのデータを
記憶するように構成される。このようなデータの例は、デバイス７００で操作されるいず
れかのアプリケーション又は方法のための命令が含まれる。メモリ７０４は、スタティッ
クランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ：static random access memory）、電気的に消去
可能なプログラマブル読出専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ：electrically erasable programm
able read-only memory）、消去可能なプログラマブル読出専用メモリ（ＥＰＲＯＭ：era
sable programmable read-only memory）、プログラマブル読出専用メモリ（ＰＲＯＭ：p
rogrammable read-only memory），読出専用メモリ（ＲＯＭ：read-only memory）、磁気
メモリ、フラッシュメモリ、磁気ディスク又は光ディスク等の、いずれかの種類の揮発性
若しくは不揮発性のメモリデバイス、又は、これらの組み合わせを用いて実施されてもよ
い。メモリ７０４は、さらに、図２から図４のいずれかに記載の上記の方法のステップの
すべて又は一部を実行するため、１以上のプロセッサ７１８によって実行されるように構
成される1以上のモジュールを記憶することができる。
【０１１１】
　電力コンポーネント７０６は、デバイス７００の様々なコンポーネントに電力を提供す
る。電力コンポーネント７０６は、電力管理システム、１以上の電源、並びに、デバイス
７００での電力の発生、管理、及び、分配に関連する他の如何なるコンポーネントを含ん
でもよい。
【０１１２】
　マルチメディアコンポーネント７０８は、デバイス７００とユーザとの間の出力インタ
ーフェイスを提供するスクリーンを含む。いくつかの実施形態では、このスクリーンは、
液晶表示（ＬＣＤ：liquid crystal display）及びタッチパネル（ＴＰ：touch panel）
を含むことができる。スクリーンがタッチパネルを含む場合、スクリーンは、ユーザから
の入力信号を受けるためのタッチスクリーンとして実施されてもよい。このタッチパネル
は、タッチパネル上のタッチ、スワイプ、及び、ジェスチャーをセンスするための一以上
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のタッチセンサを含む。タッチセンサは、タッチ動作又はスワイプ動作の境界をセンスで
きるだけでなく、タッチ動作又はスワイプ動作に関する時間及び圧力をセンスできる。
【０１１３】
　オーディオコンポーネント７１０は、オーディオ信号を出力及び／又は入力するように
構成される。例えば、オーディオコンポーネント７１０は、デバイス７００が、呼び出し
方式、記録方式、及び、音声認識方式等の操作方式にある場合、外部のオーディオ信号を
受けるように構成されるマイクロフォン（ＭＩＣ：microphone）を含む。受けられたオー
ディオ信号はさらに、メモリ７０４に記憶されてもよく、又は、通信コンポーネント７１
６を通じて伝送されてもよい。いくつかの実施形態では、オーディオコンポーネント７１
０は、さらに、オーディオ信号を出力するためのスピーカーを含む。
【０１１４】
　センサコンポーネント７１４は、デバイス７００の様々な態様の状態評価を提供する一
以上のセンサを含む。例えば、センサコンポーネント７１４は、デバイス７００の開／閉
ステータス、コンポーネントの相対的位置、デバイス７００又はデバイス７００のコンポ
ーネントの位置の変化、及び、デバイス７００の温度変化、を検出することができる。い
くつかの実施形態では、センサコンポーネント７１４は、さらに、加速度センサ、ジャイ
ロスコープセンサ、磁気センサ、圧力センサ、又は、温度センサを含むことができる。
【０１１５】
　通信コンポーネント７１６は、デバイス７００と他のデバイスとの間の、有線又は無線
の通信を容易にするように構成される。デバイス７００は、ＷｉＦｉ、２Ｇ、若しくは、
３Ｇ、又は、これらの組み合わせ等の通信規格に基づき、無線ネットワークにアクセスで
きる。一の例示的な実施形態では、通信コンポーネント７１６は、放送チャンネルを通じ
て、外部放送管理システムから、放送信号又は放送関連情報を受ける。一の例示的な実施
形態では、通信コンポーネント７１６は、さらに、短距離通信を容易にするため近距離通
信（ＮＦＣ：near field communication）モジュールを含む。例えば、ＮＦＣモジュール
は、無線周波数識別（ＲＦＩＤ：radio frequency identification）技術、赤外線データ
協会（ＩｒＤＡ：infrared data association）技術、超広帯域（ＵＷＢ：ultra-wideban
d）技術、ブルートゥース（登録商標）（ＢＴ：Bluetooth）技術、及び、他の技術に基づ
いて実施されてもよい。
【０１１６】
　例示的な実施形態では、デバイス７００は、上述の方法を行うため、一以上の、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣｓ：application specific integrated circuits）、ディジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰｓ：digital signal processors）、ディジタル信号プロセッ
シングデバイス（ＤＳＰＤｓ：digital signal processing devices）、プログラマブル
論理デバイス（ＰＬＤｓ：programmable logic devices）、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ（ＦＰＧＡｓ：field programmable gate arrays）、コントローラ、マイクロ
コントローラ、マイクロプロセッサ、又は、他の電子コンポーネントと、共に実施されて
もよい。
【０１１７】
　例示的な実施形態では、さらに、上述の方法を行うために、メモリ７０４に含まれ、装
置７００のプロセッサ７１０によって実行可能なような命令を含む、非一時的なコンピュ
ータ読取可能な記憶媒体が提供される。例えば、非一時的なコンピュータ読取可能な記憶
媒体は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気デープ、フロッピーディスク（登録商標）
、光学データ記憶デバイス等であってもよい。
【０１１８】
　上記実施形態における装置に関しては、個々のモジュールの操作を実行するための特定
の手法は、サーバアクセス方法に関する実施形態において詳細に記載されているため、本
明細書では詳述されないであろう。
【０１１９】
　本開示は、上述された添付の図面に例証される厳密な構成に限定されず、本開示の範囲
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範囲は、付属の特許請求の範囲によってのみ限定されるものであることが意図される。
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